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　最先端の電子顕微鏡は，原子一個の観察，電子状態計測，局所電磁場の観察，
低電子ドーズ観察，クライオ電子顕微鏡，その場観察，4D-STEMや三次元構造
観察など非常に多くの領域で革新的な進展をもたらしてきています．これら一連
の新手法は，セラミックスの微細構造や機能特性を理解する上で極めて重要な計
測手法になりつつあります．そこで，本特集では，特に最近進展の大きな新手法
を中心に，電子顕微鏡解析に関する研究の最前線を紹介します．
� （特集担当委員：幾原裕美・柳田さやか・岡本篤人）
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